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コ
レ
ラ
予
防
の

「
心
得
書
」

と
長
血
ハ
専
粛

貴

島

手口

一
は
じ
め
に

二
虎
列
刺
病
諌
防
法
心
得

三
惇
染
病
諌
防
法
心
得
書

四
虎
列
刺
病
諌
防
消
毒
心
得
書

五
停
染
病
諌
防
及
消
毒
心
得
書

六
お
わ
り
に

コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

は
じ
め
に

岩
倉
遣
外
使
節
団
に
文
部
理
事
官
随
行
と
し
て
参
加
し
た
長
輿
専
粛
は
、
米
欧
の
医
学
教
育
の
調
査
を
進
め
る
中
で
、
近
代
衛
生

行
政
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
帰
国
後
、
文
部
省
医
務
局
長
と
し
て
医
制
の
制
定
に
関
与
し
、
明
治
九
年
に
は
米
国
万
国

（

2
）
 

医
学
会
に
出
席
の
た
め
、
再
び
渡
米
の
機
会
を
得
、
そ
こ
で
の
調
査
も
ふ
ま
え
て
時
の
内
務
卿
大
久
保
利
通
に
提
出
し
た
の
が
「
衛

（

3
）
 

生
意
見
」
で
あ
る
。
同
意
見
書
で
は
、
介
達
衛
生
法
と
直
達
衛
生
法
を
軸
と
し
て
、
近
代
衛
生
行
政
に
と
っ
て
必
要
な
医
学
教
育
と
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の
連
携
、
薬
舗
の
見
直
し
、
衛
生
取
締
の
役
割
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
代
衛
生
行
政
の
社
会
化
に
努
め
る
長
輿
を
待

ち
受
け
て
い
た
の
は
、
維
新
以
後
明
治
一

O
年
よ
り
始
ま
る
コ
レ
ラ
の
流
行
で
あ
っ
た
。

（

4
）
 

コ
レ
ラ
対
策
と
し
て
は
、
明
治
一

O
年
に
虎
列
刺
病
橡
防
法
心
得
、
明
治
二
一
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
遭
遇
し
て
後
に
は
、
中
央

（

5
）

（

6
）

（

7
）
 

衛
生
会
、
地
方
衛
生
会
、
府
県
衛
生
課
等
の
組
織
も
拡
充
さ
れ
た
。
明
治
一
三
年
に
は
停
染
病
珠
防
規
則
や
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書

（

8
）
 

の
制
定
等
も
な
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
二
二
年
の
心
得
書
は
明
治
二
三
年
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
二
三
年
の
心
得
書
が
出
さ
れ
た
際
、

初
代
衛
生
局
長
を
務
め
た
長
輿
は
虎
列
刺
病
橡
防
法
心
得
に
始
ま
る
コ
レ
ラ
予
防
の
「
心
得
書
」
に
注
目
し
、
「
今
般
改
正
に
な
り

（

9
）
 

た
る
侍
染
病
珠
防
心
得
書
と
従
来
の
心
得
書
と
新
奮
比
較
封
照
」
し
な
が
ら
、
「
珠
防
心
得
書
の
沿
革
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
稿

は
虎
列
刺
病
珠
防
法
心
得
に
始
ま
る
心
得
書
に
長
輿
と
の
関
係
を
重
視
し
つ
つ
注
目
す
る
。
そ
し
て
内
務
省
の
伝
染
病
対
策
の
中
で

示
さ
れ
て
き
た
心
得
書
を
め
ぐ
る
長
輿
の
立
場
を
考
察
す
る
中
で
、
長
輿
の
衛
生
行
政
論
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
予

280 

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

衛
生
行
政
史
の
文
脈
で
は
従
来
よ
り
長
輿
専
粛
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
文
献
で
は
「
衛
生
局
の
歴
史

（

叩

）

（

日

）

は
、
即
ち
長
輿
専
粛
の
歴
史
で
あ
る
」
、
「
『
衛
生
』
と
い
う
言
葉
を
き
く
と
長
輿
専
斎
を
思
い
出
す
」
等
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。

（

ロ

）

し
か
し
近
年
、
学
術
的
な
視
点
か
ら
本
格
的
に
長
輿
を
取
り
上
げ
た
の
は
笠
原
英
彦
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
長
輿
の
衛
生
行
政
論
を

「
自
治
」
の
視
点
か
ら
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
輿
の
衛
生
行
政
論
を
「
自
治
」
と
の
関
係
か
ら
整
理
し
よ
う
と
す
る
見

（

日

）

（

M
）

解
は
近
年
浸
透
し
て
き
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
長
輿
の
生
涯
を
描
い
た
業
績
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情

況
の
中
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
議
論
を
通
じ
コ
レ
ラ
予
防
の
「
心
得
書
」
及
び
長
輿
の
衛
生
行
政
論
に
対
す
る
理
解
を

多
少
な
り
と
も
す
す
る
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



虎
列
刺
病
珠
防
法
心
得

コレラ予防の「心得書Jと長輿専粛

陸
軍
軍
医
と
し
て
活
躍
の
場
を
見
出
し
、
後
に
中
央
衛
生
会
や
内
務
省
衛
生
局
等
に
お
い
て
も
、
長
輿
専
粛
と
と
も
に
伝
染
病
対

策
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
石
黒
忠
患
は
明
治
四
年
の
『
虎
烈
刺
論
』
緒
言
に
お
い
て
「
急
性
侍
染
病
ノ
流
行
ス
ル
ヤ
戸
々
枕
ヲ
列
子

（日）

家
々
屍
ヲ
荷
フ
就
中
痢
病
虎
烈
刺
病
窒
扶
斯
熱
ノ
若
キ
尤
甚
シ
ト
ス
」
と
し
て
急
性
伝
染
病
の
被
害
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
一

O
年
を
迎
え
る
と
、
そ
の
被
害
が
「
尤
甚
シ
」
と
さ
れ
た
コ
レ
ラ
が
、
清
国
の
地
に
あ
っ
て
流
行
し
て
い
る
こ

（日）

と
、
そ
し
て
「
其
症
た
る
甚
暴
劇
」
で
あ
る
こ
と
が
、
七
月
四
日
付
に
て
、
現
地
よ
り
外
務
省
に
報
告
さ
れ
た
。
彼
地
の
コ
レ
ラ
の

（口）

流
行
に
関
す
る
情
報
は
外
務
卿
か
ら
の
知
ら
せ
に
よ
り
内
務
省
も
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
知
ら
せ
を
受
け
た
同
省
は
、
神
奈
川
、

長
崎
、
兵
庫
の
三
県
に
命
じ
て
、
避
病
院
を
人
家
隔
絶
し
た
島
唄
等
に
設
け
、
医
員
及
び
官
吏
を
撰
差
し
、
入
港
の
船
舶
を
検
案
し
、

（

M
）
 

患
者
が
発
見
さ
れ
た
際
に
は
、
避
病
院
へ
の
送
致
を
行
い
、
治
療
体
制
を
整
え
る
こ
と
等
に
着
手
し
た
。
こ
の
時
内
務
省
は
コ
レ
ラ

（四）

対
策
を
め
ぐ
り
、
英
国
と
の
間
に
課
題
を
確
認
し
て
い
た
が
、
同
省
と
し
て
は
「
該
病
ノ
流
播
ス
ル
ヤ
勢
甚
タ
迅
疾
ナ
レ
ハ
病
毒
侵

（却）

入
ノ
前
ニ
於
テ
之
カ
珠
防
ノ
方
法
ヲ
講
セ
サ
レ
ハ
後
チ
隣
ヲ
噛
ム
モ
及
フ
可
カ
ラ
ス
」
と
の
判
断
も
あ
り
、
養
生
法
吐
潟
物
洗
浄
法
、

（幻）

虎
列
刺
病
橡
防
法
心
得
の
両
草
案
が
用
意
さ
れ
た
。
前
者
は
、
「
各
人
一
個
ノ
自
愛
保
身
ノ
道
ヲ
諭
」
す
も
の
と
し
て
、
後
者
は

（

m） 

「
警
視
本
署
及
ヒ
地
方
官
ノ
着
手
順
序
ヲ
示
」
す
も
の
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
起
草
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
前
者
は
八
月

（お）

二
四
日
、
第
五
号
と
し
て
報
告
さ
れ
、
後
者
は
同
月
二
七
日
、
次
に
示
す
内
務
省
達
乙
第
七
十
九
競
と
し
て
公
達
さ
れ
た
。

乙
第
七
十
九
披

府

牒

東

京

府

ヲ

除

ク

虎
列
刺
病
諌
防
法
心
得
別
冊
編
製
相
達
候
候
賓
地
流
行
之
際
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
該
法
ヲ
考
訂
掛
酌
シ
テ
臨
時
相
達
候
儀
モ
可
有
之
候
得
共
珠
防
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方
法
之
儀
ハ
病
毒
侵
入
之
前
珠
メ
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
件
不
砂
ニ
付
矯
心
得
此
旨
相
達
候
事

明
治
十
年
八
月
廿
七
日

282 

内
務
卿
大
久
保
利
通

こ
の
乙
第
七
十
九
号
別
冊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
が
長
輿
が
「
虎
列
刺
病
橡
防
心
得
」
の
「
始
め
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
で

（

M
）
 

あ
る
。
こ
こ
で
別
冊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
虎
列
刺
病
珠
防
法
心
得
は
、
二
四
か
条
よ
り
な
り
、
附
録
と
し
て
消
毒
薬
及
其
方
法
も
附

（お）

さ
れ
た
。
乙
第
七
十
九
披
に
も
「
珠
防
方
法
之
儀
ハ
病
毒
侵
入
之
前
議
メ
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
件
不
砂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
別
冊
で
は

海
港
検
疫
の
こ
と
が
ま
ず
規
定
さ
れ
た
。
第
一
条
で
は
、
「
外
国
地
方
ニ
『
虎
列
刺
」
病
流
行
シ
テ
内
務
省
ヨ
リ
検
疫
規
則
ノ
施
行
ヲ

命
ス
ル
ト
キ
ハ
開
港
場
ア
ル
地
方
長
官
ハ
墜
員
衛
生
掛
警
察
吏
等
ヲ
撰
定
シ
テ
其
委
員
」
と
し
「
外
園
領
事
ニ
協
議
シ
該
規
則
ヲ
遵

奉
シ
テ
珠
防
拒
絶
ノ
事
ヲ
捨
任
」
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
圏
内
の
コ
レ
ラ
患
者
に
関
し
て
は
、
第
一
三
条
で
は
「
患
者
ア
ル
家
族
」

と
「
他
家
」
と
の
「
妄
リ
ニ
往
来
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
第
一
九
条
で
は
、
「
便
所
芥
溜
下
水
溝
渠
」
な
ど
「
一
般
ノ
清
潔
」
に
関

し
て
も
注
意
が
払
わ
れ
た
。
加
え
て
、
そ
の
第
七
条
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
官
は
医
師
に
よ
る
届
け
出
を
受
け
た
際
、
「
亜
細

亜
虎
列
刺
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
な
ら
ば
、
「
委
員
ヲ
命
シ
珠
防
ノ
方
法
ヲ
着
手
シ
内
務
省
ニ
申
報
シ
且
ツ
管
内
近
隣
ノ
地
方

臆
ニ
報
告
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
方
、
同
心
得
書
が
公
達
さ
れ
た
翌
月
に
は
、
神
奈
川
県
下
に
コ
レ
ラ
患
者
発
生
の
報
告

（部）

が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
崎
県
で
は
「
九
月
上
旬
ヨ
リ
港
内
大
浦
及
ヒ
浪
ノ
平
町
ニ
流
行
シ
テ
遂
ニ
蔓
延
ノ
勢
ヲ
逗
ウ
」

（

幻

）

（

泊

）

す
る
状
態
で
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
被
害
は
西
南
戦
争
の
凱
旋
兵
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

西
南
ノ
騒
擾
己
ニ
平
定
シ
征
討
ノ
諸
軍
逐
次
凱
旋
ス
ル
ニ
際
シ
嘗
テ
長
崎
ヨ
リ
鹿
児
島
ニ
浸
染
セ
シ
病
毒
ノ
兵
士
間
ニ
撒
布
ス
ル
者
船
中
ニ



調
緊
ス
ル
ニ
因
リ
テ
大
ニ
其
蕃
殖
ヲ
促
シ
十
月
一
日
ニ
至
リ
隅
田
、
兵
庫
、
熊
本
、
豊
島
、
敦
賀
、
東
海
、
住
江
、
平
安
ノ
諸
船
一
時
ニ
神

戸
ニ
湊
リ
テ
病
毒
ヲ
粛
ラ
ス
者
少
ナ
カ
ラ
ス
：
・
（
中
略
）
：
・
此
時
ニ
嘗
テ
神
戸
ノ
紛
擾
殆
ト
戦
地
ノ
如
ク
・
：
（
中
略
）
：
・
遂
ニ
大
ニ
病
毒
ヲ

神
戸
兵
庫
ニ
撒
布
シ
行
々
京
阪
滋
賀
ノ
間
ニ
惇
播
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ

（却）

こ
の
間
の
模
様
を
当
時
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
に
て
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
石
黒
忠
恵
は
、
九
州
を
出
立
し
た
西
南
戦
争
の
凱
旋
兵
を

神
戸
に
て
迎
え
入
れ
る
際
、
「
竪
務
衛
生
ノ
方
法
ニ
至
テ
モ
亦
大
阪
臨
時
病
院
医
官
ニ
テ
之
ヲ
可
否
ス
ル
ノ
権
ナ
シ
」
と
し
て
、
コ

レ
ラ
患
者
の
侵
入
・
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
、
東
海
道
に
向
か
う
た
め
の
汽
車
の
中
、
コ
レ
ラ
を
発
病
す
る

者
が
続
き
、
京
都
府
療
病
院
に
送
っ
た
が
、
そ
れ
を
み
た
地
方
官
は
、
「
大
ニ
驚
キ
即
時
ニ
府
下
ノ
盤
師
、
ン
徴
護
シ
」
、
急
速
避
病
院

（卸）

を
建
設
し
た
と
振
り
返
る
。
こ
の
コ
レ
ラ
の
流
行
を
め
ぐ
り
、
石
黒
の
見
解
か
ら
は
、
「
維
新
以
来
本
年
（
明
治
一

O
年
｜
筆
者
注
）

コレラ予防の「心得書jと長輿専粛

ヲ
以
テ
最
初
ト
ス
且
ツ
近
年
官
民
共
ニ
衛
生
ノ
事
項
漸
ク
端
緒
ニ
就
キ
小
民
ト
難
任
此
病
ノ
恐
戒
ス
可
キ
ヲ
知
」
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
「
小
民
」
は
「
伝
染
ノ
理
由
詳
細
ヲ
問
ハ
ス
軍
人
ト
見
レ
ハ
概
シ
テ
畏
避
ス
ル
コ
ト
虎
狼
ノ
如
ク
」
あ
る
状
態
で
あ
り
、
先
の

（但）

地
方
官
も
含
め
、
官
も
民
も
実
際
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
て
混
乱
し
て
い
た
様
が
如
実
に
表
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
対

（沼）

策
に
関
し
て
長
輿
の
見
解
も
石
黒
と
同
様
で
あ
っ
た
。

虎
列
刺
病
珠
防
心
得
は
去
る
明
治
十
年
八
月
廿
七
日
内
務
省
乙
第
七
十
九
披
を
以
て
公
達
せ
ら
れ
た
る
を
始
め
と
し
海
港
検
疫
の
事
と
各
家

珠
防
の
事
と
を
掲
け
醤
師
衛
生
掛
警
察
官
吏
等
を
委
員
と
し
て
取
扱
は
し
む
首
時
安
政
以
後
始
め
て
の
虎
列
刺
病
流
行
に
遭
遇
し
官
民
共
に

珠
防
消
毒
の
事
に
熟
せ
ず
只
倉
皇
狼
狽
の
聞
に
経
過
せ
り

維
新
以
来
初
め
て
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
て
、
「
倉
皇
狼
狽
」
し
た
官
と
民
を
長
輿
も
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
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停
染
病
珠
防
法
心
得
書

284 

一
万
人
以
上
の
患
者
を
確
認
し
た
明
治
一

O
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
熔
し
た
の
も
つ
か
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
一
二
年

に
は
再
び
コ
レ
ラ
の
流
行
が
始
ま
っ
た
。
コ
レ
ラ
の
甚
大
な
被
害
を
眼
前
に
控
え
、
内
務
省
は
急
速
、
虎
列
刺
病
珠
防
仮
規
則
を
用

意
し
た
。
内
務
省
は
明
治
二
一
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
始
ま
る
前
よ
り
、
「
侍
染
病
ノ
恐
ル
ヘ
キ
ヤ
濁
時
列
刺
ノ
一
病
ニ
止
マ
ラ
ス

赤
痢
、
腸
窒
扶
斯
、
後
疹
窒
扶
斯
、
痘
宿
、
賓
扶
姪
里
亜
ノ
如
キ
皆
以
テ
惨
毒
ヲ
社
曾
ニ
流
ス
者
」
と
し
て
「
停
染
病
預
防
規
則
ヲ

起
州
」
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
「
其
未
タ
護
行
セ
サ
ル
ニ
先
チ
京
摂
以
西
ニ
於
テ
賭
列
刺
病
流
行
シ
テ
神
奈
川
等
ノ
諸

膝
ニ
波
及
」
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
同
案
の
公
布
に
先
立
ち
、
「
該
規
則
中
ヨ
リ
席
列
刺
病
ニ
関
ス
ル
候
項
ヲ
抜
キ
テ
」
、

（お）

「
時
列
刺
病
珠
防
鮫
規
則
ヲ
定
メ
テ
布
告
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
す
さ
ま
じ
く
、
そ
の
被

（担）

一
O
万
人
以
上
の
人
命
を
鬼
籍
に
追
い
や
っ
た
。

害
は
一
六
万
人
以
上
の
患
者
を
出
し
、

（部）

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
明
治
二
一
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
も
そ
の
年
の
一
二
月
に
は
終
熔
し
、
翌
年
に
は
内
務
省
は
い
よ
い
よ

惇
染
病
珠
防
規
則
の
制
定
に
本
格
的
に
着
手
し
始
め
、
同
規
則
公
布
に
向
け
た
上
申
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
二

（部）

年
六
月
一
一
一
日
付
太
政
大
臣
宛
「
停
染
病
珠
防
規
則
御
公
布
之
儀
上
申
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
当
該
上
申
書
の
一
部
は
「
医
制
八
十
年

（訂）

史
』
等
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
コ
レ
ラ
予
防
の
み
で
な
く
、
天
然
痘
や
ヂ
フ
テ
リ
ア
、
チ
フ
ス
等
の
伝

染
病
に
対
し
て
も
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
臨
時
ノ
公
告
而
巳
ニ
テ
ハ
或
ハ
珠
防
救
治
ト
モ
手
後
レ
相
成
候
憂

（招）

モ
有
之
」
と
の
懸
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
上
申
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
惇
染
病
珠
防
規
則
は
太
政
官
布
告
第
三
十
四
号
と
し
て
明
治
二
二
年
七
月
九
日
に
公
布
さ
れ

（却）

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
内
務
省
は
当
該
上
申
書
に
お
い
て
同
規
則
の
必
要
性
に
併
せ
て
、
「
惇
染
病
諜
防
法
心
得
書
」
の

（
却
）

必
要
性
も
指
摘
し
て
い
た
。



尤
モ
右
規
則
（
侍
染
病
諜
防
規
則

l
筆
者
注
）
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
実
際
施
行
ノ
順
序
等
詳
悉
ナ
ラ
サ
ル
ヨ
リ
或
ハ
費
用
濫
出
等
ノ
弊
有
之
哉
モ
難

計
ニ
付
別
ニ
博
染
病
橡
防
法
心
得
書
ヲ
編
製
シ
嘗
省
ヨ
リ
可
致
布
達
ト
存
候

そ
し
て
侍
染
病
珠
防
規
則
の
公
布
に
向
け
た
上
申
が
な
さ
れ
た
翌
月
、
今
度
は
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書
制
定
に
向
け
た
上
申
が
な
さ

（制）

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
侍
染
病
論
郎
防
法
心
得
書
布
達
之
儀
上
申
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

博
染
病
珠
防
法
心
得
書
布
達
之
儀
上
申

去
六
月
十
二
日
ヲ
以
テ
惇
染
病
橡
防
規
則
御
公
布
之
儀
上
申
之
節
尚
ホ
嘗
省
於
テ
布
達
致
ス
ベ
キ
珠
防
法
心
得
書
之
儀
ハ
中
央
衛
生
曾
ニ
於

テ
取
調
中
ニ
付
追
テ
可
及
上
申
旨
附
筆
致
置
候
慮
即
今
取
調
出
来
候
間
別
冊
草
案
之
通
布
達
候
様
致
度
此
段
及
上
申
候
也

明

治

十

三

年

七

月

十

三

日

内

務

卿

松

方

正

義

左
大
臣
蛾
仁
親
王
殿

コレラ予防の「心得書jと長輿専粛

（必）

内
務
省
に
よ
っ
て
上
申
さ
れ
た
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書
は
、
内
務
部
、
法
制
部
の
「
勘
査
」
も
な
さ
れ
た
。
同
年
八
月
五
日
付
勘

査
書
で
は
、
「
別
紙
内
務
省
上
申
侍
染
病
珠
防
規
則
心
得
書
布
達
ノ
儀
ヲ
案
ス
ル
ニ
本
年
第
三
十
四
競
布
告
惇
染
病
珠
防
規
則
ハ
其

要
領
ヲ
示
シ
タ
ル
迄
ニ
付
発
病
ノ
原
因
預
防
法
ノ
匝
別
消
毒
薬
ノ
用
方
等
ヲ
審
カ
ニ
シ
一
般
人
民
ニ
シ
ラ
シ
ム
ル
ハ
最
緊
要
」
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
「
斯
ル
解
シ
易
カ
ラ
サ
ル
大
部
ノ
書
冊
ヲ
布
達
ス
ル
モ
中
等
以
下
ノ
人
民
ニ
熟
知
通
用
」
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
費
用
の
問
題
も
あ
り
、
「
之
ヲ
一
般
ニ
布
達
ス
ル
ハ
徒
ラ
ニ
地
方
ノ
費
用
ヲ
増
シ
其
賓
際
ニ
至
ツ
テ
ハ
却
テ
其
効

一
般
へ
の
布
達
は
見
送
ら
れ
、
各
地
方
官
が
必
要
部
分
を
「
諭
達
」
等
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
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少
キ
」
と
判
断
さ
れ
、



（
川
町
）

を
ふ
ま
え
八
月
二
三
日
に
は
内
務
省
の
先
の
上
申
に
つ
い
て
は
修
正
の
上
、
「
各
府
牒
ヘ
可
相
達
事
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
惇
染
病
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論
郎
防
規
則
の
制
定
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
二
か
月
、
明
治
二
二
年
九
月
一

O
日
に
は
、
内
務
省
乙
第
三
十
六
号
が
出
さ
れ
る
運
び
と
な

（

叫

）

っ
た
。

乙

第

三

十

六

披

（

九

月

十

日

輪

廓

附

）

東

京

警

視

本

署

府

牒

本
年
第
三
十
四
披
惇
染
病
橡
防
規
則
布
告
相
成
候
ニ
付
惇
染
病
珠
防
心
得
書
別
冊
相
達
候
篠
各
地
方
醸
ニ
於
テ
時
宜
ヲ
量
リ
節
略
諭
達
シ
賓

際
上
橡
防
行
届
候
様
取
計
フ
ヘ
シ
此
旨
相
達
候
事

（

必

）

こ
こ
で
「
別
冊
」
と
し
て
作
成
さ
れ
た
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書
の
総
論
で
は
次
の
よ
う
に
伝
染
病
対
策
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

凡
ソ
博
染
病
ハ
其
種
類
多
シ
ト
難
モ
流
行
性
惇
染
病
ノ
一
旦
萌
動
シ
テ
其
蔓
延
ノ
蟻
ナ
ル
ニ
至
テ
ハ
救
療
ノ
法
モ
沿
ク
及
ヒ
難
ク
終
ニ
其
狛

獄
ヲ
縦
ニ
シ
惨
酷
ヲ
極
ム
ル
ニ
至
ル
然
ル
ニ
橡
防
法
ア
リ
テ
之
ヲ
守
ル
巌
ナ
ル
件
ハ
其
病
害
ヲ
未
蛾
ニ
防
逼
ス
ヘ
シ
加
之
消
毒
法
ア
リ
テ
之

ヲ
行
フ
密
ナ
ル
件
ハ
各
種
ノ
病
毒
ヲ
消
滅
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
消
毒
法
ハ
即
チ
橡
防
法
ノ
一
種
ニ
シ
テ
殊
ニ
其
効
験
確
賓
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

こ
こ
で
は
流
行
性
伝
染
病
に
対
す
る
特
段
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
方
法
に
は
、
次
の
点
が
重
要
で
あ

（
組
問
）

る
と
さ
れ
た
。

目
今
本
邦
流
行
停
染
病
中
最
モ
橡
防
注
意
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ハ
虎
列
刺
、
腸
窒
扶
私
、
赤
痢
、
賓
布
姪
利
亜
、
設
疹
窒
扶
私
、
痘
痛
ノ
六
病
ト
ス

而
テ
各
種
ノ
病
症
ニ
従
ヒ
橡
防
ノ
法
モ
亦
其
趣
ヲ
異
ニ
ス
ト
難
モ
其
要
領
ハ
之
ヲ
約
ス
ル
ニ
四
項
ニ
出
テ
ス
其
一
ハ
病
毒
ノ
萌
動
及
ヒ
蔓
延



ノ
因
ヲ
除
去
ス
ル
ニ
ア
リ
（
即
チ
清
潔
法
）
其
一
一
ハ
各
人
韓
中
有
ス
ル
所
ノ
感
受
性
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
（
即
チ
揖
生
法
）
其
コ
プ
ハ
病
毒

惇
播
ノ
媒
介
ヲ
隔
離
ス
ル
ニ
ア
リ
（
即
チ
隔
離
法
）
其
四
ハ
惇
染
病
毒
ヲ
消
滅
ス
ル
ニ
ア
リ
（
即
チ
消
毒
法
）
右
ノ
四
項
ニ
依
リ
珠
防
ノ
事

ヲ
施
サ
、
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
ニ
其
大
意
ヲ
示
ス

1
左
ノ
如
、
ン

こ
こ
に
伝
染
病
対
策
に
お
け
る
、
清
潔
法
、
撮
生
法
、
隔
離
法
、
消
毒
法
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
一
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
か
ら
翌
二
ニ
年
に
か
け
て
は
、
衛
生
委
員
制
度
や
府
県
衛
生
課
の
創
設
、
侍
染
病
珠
防
規
則
の
公

（釘）

布
、
そ
し
て
侍
染
病
珠
防
法
心
得
書
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
衛
生
行
政
の
方
針
・
体
制
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の

こ
の
新
た
な
心
得
書
に
対
し
て
長
輿
は
「
同
十
三
年
更
に
惇
染
病
珠
防
規
則
を
布
か
れ
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書
を
附
し
て
清
潔
法
揖

生
法
隔
離
法
消
毒
法
の
四
項
に
分
ち
示
さ
れ
た
り
之
を
第
二
の
心
得
書
と
す
嘗
時
警
察
の
組
織
尚
ほ
幼
稚
に
属
し
警
察
官
郡
吏
町
村

（姐）

吏
衛
生
委
員
等
総
掛
り
に
て
珠
防
消
毒
法
を
施
行
せ
り
」
と
振
り
返
る
。
新
た
な
制
度
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
清
潔
法
撮
生
法
隔
離

法
消
毒
法
の
四
項
」
に
注
目
す
る
一
方
、
長
輿
の
関
心
は
「
警
察
官
郡
吏
町
村
吏
衛
生
委
員
等
」
が
「
総
掛
り
に
て
珠
防
消
毒
法
を

コレラ予防の「心得書Jと長輿専粛

施
行
」
す
る
光
景
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書

明
治
二
一
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
去
っ
た
翌
年
、
明
治
二
二
年
に
は
停
染
病
珠
防
規
則
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
約
二
か
月
後
に
は
停

染
病
珠
防
法
心
得
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
二
二
年
の
心
得
書
が
出
さ
れ
た
後
、
明
治
一
五
年
に
は
再
び
コ
レ
ラ
の
大
流
行
に

み
ま
わ
れ
た
。
こ
の
年
は
五
万
人
以
上
の
患
者
を
出
し
、
三
万
人
以
上
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。
明
治
一
五
年
の
後
に
は
明
治
一
九
年

の
流
行
が
見
ら
れ
、
一
五
万
人
以
上
の
患
者
が
観
察
さ
れ
た
。
明
治
二
一
年
以
降
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
か
ら
明
治
一
五
年
と
一
九
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年
の
流
行
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に
な
る
が
、
被
害
状
況
を
比
較
す
る
と
、
明
治
一
八
年
に
も
約
一
万
三
千
人
の
患
者
を
出
し
、
九
千

人
以
上
の
人
命
が
鬼
籍
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
維
新
以
降
最
初
の
流
行
が
見
ら
れ
た
明
治
一

O
年
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
被

（必）

害
状
況
で
あ
っ
た
。
内
務
省
で
は
こ
の
明
治
一
八
年
の
流
行
の
被
害
を
「
其
病
勢
ノ
劇
悪
ナ
ル
ハ
却
テ
十
五
年
ノ
右
ニ
出
テ
其
甚
シ

（印）

キ
者
ニ
至
テ
ハ
一
両
三
回
ノ
吐
潟
ニ
シ
テ
舞
レ
其
期
僅
カ
ニ
一
時
間
ニ
過
キ
サ
ル
者
ア
リ
亦
其
劇
悪
ナ
ル
ヲ
推
知
ス
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
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れし
るて
こ重
と要
と視
なし
つ（て
た巴い
。た

明
治

J¥ 
年
の

月

Z三
ごk

る
と

コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
憶
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
次
の
対
策
が
採
ら

本
年
長
崎
港
流
行
ノ
虎
列
刺
病
ハ
其
病
性
頗
険
悪
ナ
ル
ヲ
以
テ
蔦
一
毒
ヲ
明
年
ニ
遺
シ
温
暖
ノ
候
ニ
乗
シ
再
燃
ス
ル
カ
如
キ

1
ア
ラ
ハ
賓
ニ

恐
ル
ヘ
キ
カ
矯
有
モ
病
毒
潜
伏
ノ
虞
ア
ル
者
即
チ
便
所
下
水
及
悪
水
ノ
瀦
滞
ス
ル
場
所
等
ハ
此
際
充
分
ニ
凌
深
疏
通
シ
一
層
清
潔
ナ
ラ
シ
メ

必
前
功
ヲ
全
ク
ス
ヘ
キ
旨
臆
府
牒
ニ
内
訓
セ
ラ
レ
：
・
（
中
略
）
：
・
本
省
ニ
於
テ
ハ
橡
防
其
機
ヲ
誤
ラ
サ
ラ
ン
カ
矯
メ
地
方
官
ニ
訓
令
シ
テ
検

疫
遮
断
消
毒
等
ノ
方
法
ヲ
巌
行
セ
シ
メ
タ
リ

明
治
一
八
年
の
コ
レ
ラ
流
行
の
終
熔
後
に
は
、
翌
年
の
コ
レ
ラ
の
再
燃
を
恐
れ
、
検
疫
遮
断
消
毒
等
の
方
法
の
厳
行
が
地
方
官
に
訓

令
さ
れ
た
。
し
か
し
翌
年
の
二
月
に
は
早
く
も
徳
島
県
令
よ
り
コ
レ
ラ
患
者
発
生
の
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
報
告
を
受
け

（臼）

た
内
務
省
は
後
藤
新
平
を
現
地
に
派
遣
し
、
徳
島
県
で
は
検
疫
委
員
も
選
出
さ
れ
た
。

十
九
年
二
月
六
日
復
タ
徳
島
勝
令
ヨ
リ
虎
列
刺
病
愛
生
ノ
電
報
ニ
接
ス
日
ク
徳
島
勝
下
勝
浦
郡
田
浦
村
ニ
於
テ
本
月
一
日
虎
列
刺
病
殻
生
爾

来
小
松
島
浦
本
庄
、
江
田
、
前
原
ノ
各
村
ニ
於
テ
モ
同
病
護
生
病
勢
劇
烈
ニ
シ
テ
流
行
ノ
兆
ア
リ
尋
テ
七
日
マ
テ
ニ
線
患
者
二
十
八
名
ニ
上

リ
内
死
亡
十
四
名
其
急
劇
ナ
ル
者
ニ
至
リ
テ
ハ
九
時
間
以
内
ニ
艶
ル
ト
依
テ
惇
染
病
珠
防
規
則
第
十
五
候
ニ
擦
リ
其
地
ニ
遮
断
法
ヲ
行
ハ
シ



メ
又
同
牒
ニ
交
通
ア
ル
府
牒
ニ
達
シ
テ
港
湾
ノ
船
舶
往
来
ニ
注
意
セ
シ
メ
且
在
大
阪
内
務
四
等
属
加
藤
尚
志
ニ
命
令
シ
大
阪
兵
庫
雨
地
方
ノ

主
任
官
ニ
協
議
シ
テ
海
路
ノ
取
締
方
ヲ
巌
重
ニ
シ
且
徳
島
牒
ニ
達
シ
病
毒
蔚
畿
ノ
局
慮
ニ
於
テ
十
分
ノ
力
ヲ
壷
シ
撲
滅
ノ
効
ヲ
奏
ス
ル
ー
ヲ

力
メ
シ
メ
又
内
務
四
等
技
師
後
藤
新
平
ヲ
該
牒
下
ニ
派
遣
シ
テ
其
病
況
ヲ
視
察
セ
シ
メ
ラ
ル
是
ニ
於
テ
阿
蘇
ハ
検
疫
委
員
線
敷
六
十
一
名
巡

査
五
十
八
名
ヲ
シ
テ
検
疫
ニ
従
事
セ
シ
メ
又
勝
浦
郡
ヨ
リ
ノ
交
通
ヲ
遮
断
ス
ル
カ
矯
別
ニ
警
部
八
名
巡
査
五
十
七
名
ヲ
派
シ
公
用
ノ
外
一
切

通
行
ヲ
巌
禁
シ
タ
リ
該
病
ハ
勝
浦
郡
各
村
ノ
外
名
束
、
那
賀
ノ
二
郡
ニ
モ
派
及
、
ン
タ
レ
任
十
九
日
ニ
至
リ
テ
病
勢
衰
退
シ
殆
ト
終
熔
セ
リ

徳
島
県
で
は
検
疫
委
員
や
巡
査
た
ち
の
活
動
も
あ
り
、
一
九
日
に
は
病
勢
終
泊
施
し
た
と
判
断
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
徳
島
県
の
コ
レ
ラ

が
終
憶
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
そ
の
二
か
月
後
に
は
今
度
は
大
阪
に
て
「
虎
列
刺
漸
ク
蔓
延
ノ
兆
」
と
の
報
告
が
確
認
さ
れ
、
警
戒

（

臼

）

（

M
）

が
強
め
ら
れ
た
。
五
月
に
は
検
疫
事
務
取
調
委
員
も
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
（
明
治
一
九
年
五
月
｜
筆
者
注
）
十
八
日
省
中
ニ
検
疫
事
務
取
調
委
員
ヲ
置
キ
衛
生
局
長
長
輿
専
粛
内
務
書
記
官
白
根
専
一
警
保
局
長
清

浦
套
吾
衛
生
局
次
長
石
黒
忠
恵
内
務
省
参
事
官
黒
田
綱
彦
ニ
該
委
員
ヲ
命
シ
珠
防
検
疫
ニ
閥
ス
ル
事
務
ヲ
慮
理
セ
シ
メ
ラ
ル

コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

（

日

）

そ
し
て
同
月
二
四
日
に
は
明
治
一
八
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
の
経
験
か
ら
虎
列
刺
病
橡
防
消
毒
心
得
書
が
庁
府
牒
に
頒
布
さ
れ
た
。

同
二
十
四
日
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
（
書
中
章
ヲ
分
チ
第
一
撲
滅
法
第
二
検
疫
委
員
第
三
避
病
院
第
四
遮
断
法
第
五
消
毒
薬
ノ
種
類
並

用
法
ト
ス
）
ヲ
膳
府
牒
ニ
頒
布
シ
明
治
十
三
年
九
月
内
務
省
乙
第
三
十
六
競
達
ト
参
互
シ
機
費
ニ
麿
シ
テ
措
置
セ
シ
メ
ラ
ル
此
心
得
書
ハ
更

ニ
昨
年
該
病
流
行
時
ノ
経
験
ニ
徴
シ
テ
編
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

289 

こ
れ
以
降
、
停
染
病
珠
防
法
心
得
書
（
内
務
省
達
乙
第
三
十
六
号
）
と
新
た
に
頒
布
さ
れ
た
虎
列
刺
病
諌
防
消
毒
心
得
書
を
「
参
互



シ
機
嬰
ニ
慮
、
ン
テ
措
置
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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こ
こ
に
頒
布
さ
れ
た
虎
列
刺
病
橡
防
消
毒
心
得
書
は
先
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
書
中
を
五
章
に
分
け
ら
れ
、
第
一
撲
滅
、

第
二
検
疫
委
員
、
第
三
避
病
院
、
第
四
遮
断
法
、
第
五
消
毒
薬
ノ
種
類
並
ニ
用
法
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
当
該
心
得
書
冒
頭
に
は
、

「
先
年
来
我
邦
ニ
於
ル
虎
列
刺
病
ノ
流
行
猶
獄
ヲ
極
メ
タ
ル
事
賓
ニ
就
テ
観
察
ス
ル
モ
其
初
護
乃
チ
僅
々
二
三
ノ
患
者
ニ
過
キ
サ
ル

ノ
時
ニ
於
テ
活
設
ノ
手
段
ヲ
以
テ
迅
速
之
カ
撲
滅
ニ
着
手
シ
且
其
消
毒
法
ノ
綿
密
周
到
セ
ル
モ
ノ
ハ
常
ニ
良
結
果
ヲ
呈
シ
流
行
猶
獄

（回）

ニ
至
ラ
ズ
又
未
タ
該
病
後
生
ヲ
見
サ
ル
所
ニ
在
テ
ハ
清
潔
其
他
ノ
橡
防
法
ヲ
施
行
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
年

す
で
に
徳
島
や
大
阪
に
て
コ
レ
ラ
患
者
も
発
見
さ
れ
、
コ
レ
ラ
の
流
行
が
予
見
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
厳
重
防
遁
ノ
慮
置
ナ
カ
ル
ベ

カ
ラ
ス
左
ニ
昨
年
来
経
験
セ
ル
橡
防
消
毒
法
ノ
要
領
ヲ
列
記
シ
其
方
法
順
序
ヲ
示
ス
」
と
し
て
、
流
行
時
の
対
策
が
示
さ
れ
る
こ
と

（町）

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
旦
コ
レ
ラ
の
流
行
が
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
行
政
は
そ
の
撲
滅
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
撲
滅

法
と
し
て
、
当
該
心
得
書
第
一
条
に
は
、
「
虎
列
刺
病
者
援
シ
タ
ル
件
其
消
毒
撲
滅
法
ヲ
賓
施
ス
ル
ハ
府
牒
膳
ア
ル
ノ
市
街
ニ
於
テ

ハ
巡
査
等
主
ト
シ
テ
槍
嘗
ス
ル
モ
ノ
」
と
さ
れ
、
そ
の
監
督
者
に
は
「
経
験
ニ
富
ミ
タ
ル
警
部
若
ク
ハ
衛
生
課
員
」
等
が
予
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
第
一
九
条
で
は
市
街
地
に
お
い
て
近
隣
へ
の
伝
播
を
防
ぐ
た
め
に
交
通
遮
断
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
「
巡
査
等
ヲ
以
テ

充
分
交
通
ノ
取
締
ヲ
矯
」
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
『
明
治
廿
三
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
」
は
同
心
得
に
至
る
経
過
と
そ
の
意
義
を
次
の

（回）

ご
と
く
報
告
し
て
い
る
。

虎
列
刺
病
ノ
珠
防
規
則
ハ
明
治
十
年
ノ
流
行
ニ
際
シ
始
メ
テ
内
務
省
ヨ
リ
公
達
セ
ラ
レ
十
二
年
ノ
大
流
行
ニ
嘗
リ
虎
列
刺
病
珠
防
仮
規
則
ノ

護
布
ア
リ
其
翌
十
三
年
俸
染
病
珠
防
規
則
ト
シ
他
ノ
博
染
病
ト
共
ニ
一
篇
ノ
法
律
ト
シ
テ
設
布
セ
ラ
レ
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書
ヲ
附
シ
清
潔

撮
生
隔
離
消
毒
ノ
四
項
ニ
分
チ
テ
其
方
法
ヲ
示
、
ン
地
方
ノ
情
況
ニ
従
ヒ
酪
酌
施
行
セ
シ
メ
ラ
ル
其
後
敷
回
ノ
流
行
ヲ
経
十
九
年
ニ
至
リ
更
ニ

該
心
得
書
ヲ
改
正
セ
ラ
レ
珠
防
ノ
事
ハ
警
察
官
吏
ノ
主
任
ス
ル
所
ト
ナ
リ
隔
離
遮
断
ノ
事
及
ヒ
患
者
ヲ
避
病
院
ニ
移
ス

1
等
モ
警
察
官
吏
ノ



見
込
ニ
任
シ
家
内
消
毒
ノ
事
ニ
至
ル
マ
デ
細
大
穂
テ
警
察
官
吏
之
ヲ
施
行
シ
即
チ
惇
染
病
諌
防
消
毒
ノ
事
ハ
全
然
官
務
ニ
一
属
シ
タ
リ

伝
染
病
流
行
時
の
対
策
の
た
め
の
現
場
で
は
巡
査
等
が
そ
の
撲
滅
等
を
図
る
こ
と
が
こ
こ
に
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
明
治
一
九
年
の

地
方
官
官
制
が
出
さ
れ
る
約
二
か
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

（印）

と
こ
ろ
で
長
輿
は
明
治
一
九
年
の
コ
レ
ラ
予
防
の
「
心
得
書
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

其
第
一
章
に
虎
列
刺
病
撲
滅
珠
防
の
事
ハ
巡
査
主
と
し
て
之
に
任
し
警
部
衛
生
吏
員
は
之
か
監
督
を
為
す
と
あ
り
て
家
内
の
消
毒
は
勿
論
護

病
の
時
日
原
因
或
は
近
傍
同
患
者
の
有
無
等
の
事
項
を
訊
問
し
果
し
て
虞
正
の
虎
列
刺
患
者
な
る
こ
と
を
認
め
又
は
其
家
族
若
く
は
近
隣
に

同
患
者
あ
る
こ
と
を
護
見
す
る
と
き
は
直
ち
に
之
を
避
病
院
に
送
致
し
交
通
を
遮
断
す
る
等
総
て
巡
査
の
職
権
を
以
て
施
行
す
る
こ
と
と
な

れ
り
又
第
十
六
候
惇
染
性
の
も
の
は
特
に
避
病
地
に
送
る
こ
と
且
近
隣
に
貧
民
多
き
か
又
は
其
家
は
慶
く
と
も
多
人
数
群
居
す
る
と
き
又
ハ

狭
く
し
て
危
険
な
る
時
は
避
病
院
に
送
る
こ
と
と
あ
り
て
成
丈
け
は
避
病
院
に
送
る
の
傾
に
て
実
際
に
於
て
も
巡
査
の
取
計
に
て
多
く
は
送

院
す
る
こ
と
と
な
れ
り
又
遮
断
法
の
如
き
は
特
に
第
四
章
の
一
綱
を
掲
け
て
其
重
き
を
示
し
流
行
蛾
盛
の
地
と
難
も
五
戸
十
戸
を
合
せ
て
縄

張
等
を
見
る
こ
と
あ
り
・
：
（
中
略
）
・
：
橡
防
消
毒
の
事
は
一
切
巡
査
の
持
切
り
に
て
室
内
消
毒
は
勿
論
病
原
の
質
問
も
な
し
病
性
に
依
り
一

家
若
く
は
近
隣
を
合
せ
て
交
通
を
遮
断
す
る
こ
と
に
至
る
ま
で
悉
く
皆
巡
査
の
見
込
次
第
取
計
ふ
こ
と
に
て
警
部
衛
生
官
吏
等
監
督
す
る
こ

と
と
な
り
し
：
・
（
以
下
略
）

長
輿
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
一
九
年
の
コ
レ
ラ
対
策
は
、
「
す
べ
て
巡
査
の
職
権
を
以
て
施
行
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
「
橡
防
消
毒
の
事

（的）

は
一
切
巡
査
の
持
切
り
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
態
を
長
輿
は
後
に
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

警
察
一
手
持
の
衛
生
行
政
は
女
性
な
き
男
世
帯
の
如
く
甚
た
気
楽
な
る
に
似
た
れ
と
も
、
国
滑
な
る
和
気
を
失
ひ
周
到
の
注
意
を
扶
き
所
詮
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家
運
長
久
の
策
に
は
あ
ら
じ
か
し
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「
一
切
巡
査
の
持
切
り
」
と
な
る
、
「
警
察
一
手
持
」
の
衛
生
行
政
を
長
輿
は
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

五

停
染
病
珠
防
及
消
毒
心
得
書

（
臼
）

明
治
一
九
年
の
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
コ
レ
ラ
対
策
の
現
場
に
お
い
て
巡
査
や
警
部
の
介
入
が
大
幅

に
許
容
さ
れ
た
。
主
に
こ
の
巡
査
等
の
管
理
の
下
に
進
め
ら
れ
る
そ
の
対
策
は
明
治
二
三
年
を
迎
え
る
と
修
正
が
せ
ま
ら
れ
た
。
八

月
四
日
、
惇
染
病
珠
防
及
消
毒
心
得
書
は
内
務
省
に
お
い
て
調
査
が
修
了
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
博
染
病
珠
防
心
得
書
総
則
及
虎
列

（位）

刺
ノ
部
蛇
ニ
惇
染
病
消
毒
心
得
書
ハ
左
ノ
如
、
ン
」
と
し
て
そ
の
内
容
が
判
明
し
た
。
一

O
月
一
一
日
に
は
「
明
治
十
三
年
九
月
賞
省

（臼）

乙
第
三
十
六
披
達
」
が
廃
さ
れ
る
こ
と
が
庁
府
県
に
対
し
て
知
ら
さ
れ
、
新
た
な
停
染
病
珠
防
及
消
毒
心
得
書
を
用
い
る
こ
と
と
な

（倒）

っ
た
。
そ
の
間
の
模
様
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

十
月
十
一
日
本
省
訓
令
第
三
十
四
競
ヲ
以
テ
明
治
十
三
年
本
省
乙
第
三
十
六
競
達
惇
染
病
心
得
書
ヲ
慶
ス
同
日
廉
府
蘇
長
官
ニ
訓
令
ス
ル
ニ

惇
染
病
心
得
書
及
虎
列
刺
病
橡
防
消
毒
心
得
書
ヲ
改
正
シ
更
ニ
惇
染
病
予
防
心
得
書
を
頒
布
ス
自
今
橡
防
ノ
方
法
ハ
此
趣
旨
ニ
基
キ
施
行
ス

ヘ
シ
但
シ
該
心
得
書
ハ
主
ト
シ
テ
市
町
村
ニ
於
テ
遵
行
ス
ヘ
キ
方
法
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
監
督
官
聴
ニ
於
テ
施
行
ス
ヘ
キ
要
件
ハ
従
前
ノ

例
ヲ
参
酌
シ
適
宜
措
置
ス
ル
ヲ
要
ス
ル

例
え
ば
今
回
の
内
務
省
の
動
き
を
受
け
た
東
京
府
で
は
、

一
二
月
二

O
日
、
「
今
般
内
務
省
ニ
於
テ
明
治
十
三
年
九
月
同
省
乙
第
三



十
六
披
達
惇
染
病
橡
防
心
得
書
及
明
治
二
十
年
八
月
同
省
訓
第
六
六
五
披
訓
令
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
ヲ
改
正
シ
更
ニ
左
ノ
惇

染
病
橡
防
心
得
書
ヲ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
依
リ
自
今
珠
防
ノ
方
法
ハ
此
趣
旨
ニ
基
キ
措
置
ス
ヘ
シ
」
と
し
、
府
下
へ
新
た
な
惇
染
病
橡

（邸）

防
心
得
書
を
訓
令
し
た
。

明
治
二
三
年
の
惇
染
病
橡
防
及
消
毒
心
得
書
は
、
「
停
染
病
ノ
流
行
ハ
一
人
一
家
ヨ
リ
町
村
郡
市
ニ
及
ヒ
遂
ニ
延
テ
府
牒
全
園
ノ

（前）

災
害
ト
ナ
ル
」
と
し
て
「
一
人
一
家
」
の
病
毒
撲
滅
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
惇
染
病
が
市
町
村
に
お
い
て
発
生
し
た
際
に

（町）

は
医
師
に
よ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。

若
シ
其
市
町
村
ニ
停
染
病
者
獲
生
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
所
在
ノ
醤
師
ハ
成
規
ノ
通
報
ヲ
為
シ
珠
防
上
ノ
要
件
ヲ
病
家
ニ
示
諭
シ
病
家
ハ
醤
師
及

ヒ
嘗
該
吏
員
ノ
示
諭
ス
ル
諸
件
ヲ
守
リ
嘗
該
吏
員
ハ
十
分
ノ
注
意
ヲ
以
テ
珠
防
消
毒
ノ
慮
置
ニ
疎
虞
遺
漏
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
務
ム
ヘ
シ

コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

加
え
て
「
而
シ
テ
珠
防
の
方
法
ヲ
実
際
ニ
徹
底
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
衛
生
組
合
ヲ
設
ケ
組
合
中
互
ニ
警
戒
扶
持
ス
ル
ヲ
良
シ
ト

（侃）

ス
」
と
し
て
停
染
病
対
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
衛
生
組
合
の
活
用
も
予
定
さ
れ
た
。
『
衛
生
局
年
報
』
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て

（的）

い
る
。十

月
十
一
日
惇
染
病
予
防
心
得
書
ヲ
改
正
頒
布
ス
抑
々
伝
染
病
予
防
ハ
町
村
自
治
固
体
ノ
負
捨
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
姦
ニ
奮
来
ノ
方
針

ヲ
改
メ
醤
師
ノ
義
務
控
ニ
町
村
衛
生
組
合
ノ
責
任
ヲ
重
ク
シ
以
テ
自
治
珠
防
ノ
便
ヲ
謀
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
専
ラ
市
町
村
制
ノ
主
趣
ニ
副
ハ

ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
シ
ナ
リ

た
だ
し
、
二
三
年
の
心
得
書
に
「
市
町
村
ノ
衛
生
主
務
吏
員
又
ハ
警
察
官
吏
ハ
惇
染
病
者
ヲ
診
断
セ
ル
旨
醤
師
ノ
通
知
ニ
接
シ
タ
ル

293 



ト
キ
ハ
速
ニ
病
家
ニ
臨
ミ
病
室
器
具
被
服
及
ヒ
便
所
等
ノ
消
毒
ヲ
施
行
ス
ル
等
相
当
ノ
慮
分
ヲ
怠
ラ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
前
項
医
師
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ノ
通
知
ニ
接
セ
サ
ル
モ
侍
染
病
ニ
疑
ハ
シ
キ
患
者
ア
ル
ト
キ
ハ
衛
生
主
務
吏
員
又
ハ
警
察
官
吏
ハ
醤
師
ヲ
シ
テ
之
ヲ
診
察
セ
シ
メ
其

見
込
ニ
従
ヒ
橡
防
消
毒
ノ
慮
置
ヲ
為
ス
コ
ト
前
項
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」
（
第
三
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
警
察
の
活
用
が
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
一
九
年
の
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
で
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り

巡
査
、
あ
る
い
は
警
察
の
介
入
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
二
三
年
の
心
得
書
で
は
、
医
師
及
び
衛
生
組
合
の
活

用
を
中
心
と
し
て
、
病
家
、
衛
生
主
務
吏
員
、
警
察
官
等
、
そ
の
役
割
の
規
定
あ
る
い
は
見
直
し
が
な
き
れ
た
の
で
あ
る
。

伝
染
病
対
策
、
ひ
い
て
は
近
代
衛
生
行
政
と
医
師
の
関
係
は
長
輿
の
中
で
は
重
要
で
あ
っ
た
。
「
は
じ
め
に
」
で
も
ふ
れ
た
と
お

り
、
長
輿
は
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
随
行
し
た
際
に
近
代
衛
生
行
政
を
発
見
し
た
。
そ
の
際
、
「
其
の
（
近
代
衛
生
行
政
｜
筆
者
注
）
本

（叩）

源
は
醤
学
に
資
れ
る
も
の
な
れ
は
醤
家
出
身
の
人
な
ら
で
は
任
す
へ
き
様
な
し
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
以
後
、
「
畢
生
の
事
業
と
し

（九）

て
お
の
れ
自
ら
之
に
任
す
へ
し
」
と
決
意
し
、
帰
国
後
、
長
き
に
わ
た
り
衛
生
局
の
局
長
と
し
て
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
長
輿
は
衛
生
行
政
を
担
当
あ
る
い
は
指
導
す
る
に
際
し
て
、
医
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
に
関
し
て
特
別
な
思
い
を
抱
い

（花）

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
地
方
の
伝
染
病
対
策
を
見
る
際
に
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、
「
（
改
正
に
お
い
て
は
｜
筆
者
注
）

（

η）
 

病
原
の
尋
問
は
即
醤
師
業
務
上
の
こ
と
ゆ
へ
墜
師
に
任
せ
て
巡
査
は
別
に
尋
問
せ
さ
る
こ
と
と
見
ゆ
」
と
し
て
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

（刊）

日
常
の
予
防
消
毒
に
お
い
て
も
「
皆
醤
師
の
指
図
に
擦
り
て
人
々
用
心
す
る
こ
と
と
な
り
」
と
し
て
注
目
し
た
。
今
回
の
改
正
に
お

い
て
長
輿
の
立
場
か
ら
は
、
従
来
警
察
の
手
に
一
任
さ
れ
た
事
柄
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
今
回
の
改
正
に
つ
い

（花）

て
長
輿
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

畢
寛
橡
防
上
に
就
き
其
受
持
を
定
め
最
初
に
虎
列
刺
患
者
た
る
こ
と
を
認
め
警
報
を
家
人
に
惇
へ
諜
防
消
毒
の
方
法
を
一
不
指
す
る
は
醤
師
の

任
な
り
：
・
（
中
略
）
・
：
従
来
警
察
の
手
に
一
任
し
た
る
内
外
細
大
の
事
柄
を
醤
師
病
家
衛
生
組
合
（
或
は
隣
保
）
衛
生
主
務
吏
員
警
察
官
等



と
夫
々
分
携
し
た
る
も
の
に
付
今
般
の
改
正
は
今
日
の
政
体
に
応
じ
人
情
に
適
し
畢
寛
斯
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

長
輿
は
、
「
警
察
の
手
に
一
任
」
さ
れ
た
衛
生
行
政
で
は
な
く
、
医
師
、
病
家
、
衛
生
組
合
、
衛
生
主
務
吏
員
、
警
察
官
等
に
よ
っ

て
「
夫
々
分
権
」
さ
れ
た
、
多
元
的
な
衛
生
行
政
を
指
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
の
長
輿
専
粛
の
衛
生
行
政
論
に
関
し
て
は
「
自
治
」
の
問
題
に
注
目
し
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で

（河）

に
ふ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
長
輿
は
「
自
治
」
に
注
目
し
衛
生
行
政
を
構
想
し
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
「
自
治

精
神
の
未
た
発
達
を
遂
け
ざ
る
今
日
」
に
お
い
て
は
「
非
常
の
大
事
を
人
民
に
放
任
し
警
察
官
吏
員
等
は
逢
か
に
監
督
の
地
に
立
ち

傍
観
す
る
が
知
き
こ
と
あ
ら
は
所
謂
理
論
倒
れ
と
な
り
虎
列
刺
の
病
毒
は
其
隙
に
乗
し
自
由
自
在
に
其
狙
娠
を
逗
ふ
す
る
は
火
を
陪

（円）

る
よ
り
も
明
ら
か
な
り
」
と
し
て
警
察
官
吏
等
の
介
入
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
笠
原
英
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

長
輿
の
構
想
す
る
「
自
治
」
の
観
念
に
従
う
衛
生
行
政
と
衛
生
行
政
に
対
す
る
警
察
の
介
入
は
相
互
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

（沌）

時
と
し
て
反
発
し
、
時
と
し
て
提
携
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
輿
は
今
回
の
改
正
に
際
し
て
「
予
防
消
毒
の

（叩）

こ
と
は
之
を
自
治
に
一
任
し
て
警
察
官
は
与
か
り
知
ら
ざ
る
の
旨
意
に
は
あ
ら
ざ
る
」
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
長
輿
は
、
明
治
一

O
年
以
来
の
コ
レ
ラ
対
策
を
振
り
返
り
、
「
明
治
十
年
以
来
虎
列
刺
珠
防
消
毒
の
事
た
る
一
切
政
府
の
持

切
と
な
り
醤
師
戸
長
郡
吏
衛
生
官
吏
警
察
官
吏
等
時
に
従
て
其
任
す
る
所
軽
重
あ
り
と
難
或
は
殻
防
委
員
と
云
ひ
或
は
検
疫
官
と
唱

へ
総
て
官
府
に
て
之
を
組
立
て
予
防
の
事
に
従
は
し
め
」
と
し
て
「
官
府
」
に
て
コ
レ
ラ
予
防
が
な
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
る
と
し

（加）

て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
「
官
府
」
に
よ
る
対
策
で
は
「
人
民
に
於
て
は
珠
防
の
事
は
一
切
御
用
仕
事
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
し

（幻）

ま
い
、
人
民
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
改
正
で
は
人
民
の
役
割
に
注
目
し
、
「
自
治
制
の
下
に
あ
る
人
民
な
れ

（位）

は
多
少
其
覚
悟
を
為
し
つ
つ
あ
る
の
今
日
」
と
し
て
、
長
輿
は
衛
生
組
合
等
を
通
じ
た
「
自
治
人
民
の
本
分
」
す
な
わ
ち
住
民
自
ら
、

（回）

あ
る
い
は
隣
保
相
互
の
健
康
管
理
・
伝
染
病
予
防
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
長
輿
は
自
ら
の
「
理
論
倒
れ
」
を
防
ぐ
た
め
に
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（制）

も
、
「
官
府
」
と
「
自
治
人
民
」
の
役
割
に
注
目
し
、
目
指
す
べ
き
衛
生
行
政
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
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官
民
共
ユ
其
改
正
の
趣
旨
（
明
治
二
三
年
の
心
得
書
の
趣
旨
｜
筆
者
注
）
を
会
得
し
漸
次
ユ
官
府
の
為
す
べ
き
事
項
と
人
民
の
為
す
べ
き
事

柄
と
の
分
界
を
定
め
尚
ほ
其
上
に
も
警
察
官
吏
の
監
督
を
受
け
一
致
協
力
し
て
恰
も
同
舟
相
済
ふ
か
知
く
情
誼
相
投
じ
て
札
牒
隠
蔽
等
の
不

詳
を
見
る
こ
と
な
く
始
め
て
員
正
の
珠
防
法
を
施
行
す
る
こ
と
を
得
べ
し

長
輿
は
「
官
」
と
「
民
」
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
分
界
」
を
意
識
し
、
警
察
官
吏
の
監
督
も
加
味
し
な
が
ら
、
「
一
致
協
力
」

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

-'-
ノ、

お
わ
り
に

清
国
に
お
い
て
コ
レ
ラ
流
行
の
知
ら
せ
を
受
け
た
内
務
省
衛
生
局
は
、
コ
レ
ラ
の
園
内
へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
に
力
を
注
い

だ
が
、
外
交
上
の
判
断
も
あ
り
、
明
治
一

O
年
八
月
下
旬
に
は
虎
列
刺
病
珠
防
法
心
得
を
制
定
し
た
。
こ
れ
を
長
輿
は
コ
レ
ラ
予
防

の
「
始
め
」
と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
以
後
最
初
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
て
は
、
行
政
側
も
住
民
も
混
乱
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
長
輿
は
そ
こ
に
狼
狽
す
る
官
と
民
を
観
察
し
て
い
た
。

明
治
一

O
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
熔
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
明
治
二
一
年
に
は
再
び
コ
レ
ラ
の
流
行
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
年
は
一
六
万
人
以
上
の
患
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
に
は
惇
染
病
没
防
規
則
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
惇
染
病
珠
防
法
心
得
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
清
潔
法
、
撮
生
法
、
隔
離
法
、
消
毒
法
の
四
項
目
を
基
調
と
し
て
伝
染

病
対
策
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
心
得
書
に
対
し
て
長
輿
は
こ
の
四
項
目
に
注
目
す
る
一
方
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
は
、



コレラ予防の「心得書Jと長輿専粛

警
察
官
郡
吏
町
村
吏
衛
生
委
員
等
が
総
掛
り
に
て
予
防
消
毒
法
を
施
行
す
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

コ
レ
ラ
被
害
は
そ
の
後
も
続
き
、
明
治
一
五
年
、
一
九
年
に
も
大
流
行
を
し
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
明
治
一
八
年
の
流
行
は
従
来
、

そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
内
務
省
と
し
て
は
問
題
視
し
て
い
た
。
被
害
状
況
も
明
治
一

O
年
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
年
の
流
行
を
受
け
て
、
翌
年
に
は
新
た
な
心
得
書
が
提
出
さ
れ
た
。
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
、
二
三
年
の
新
た
な
心
得
書
を
獲
得
す
る
ま
で
、
停
染
病
珠
防
法
心
得
書
と
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
を
「
参
互
」
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
新
た
な
心
得
書
で
は
『
明
治
廿
三
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
が
認
め
る
よ
う
に
、
「
橡
防
ノ
事
ハ
警
察
官
吏

ノ
主
任
ス
ル
所
」
と
な
っ
た
。
長
輿
は
「
珠
防
消
毒
の
事
は
一
切
巡
査
の
持
切
り
」
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
事
態
を
長

輿
は
批
判
し
た
が
、
明
治
二
三
年
の
心
得
書
を
獲
得
す
る
こ
と
で
修
正
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
長
輿
の
理
想
と
す
る
衛
生
行
政
は
「
自
治
」
観
念
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
明
治
二
三
年
の
停
染
病
珠
防
及
消
毒
心
得
書
で
は
、
衛
生
組
合
の
役
割
も
強
調
さ
れ
、
長
輿
の
満
足
感
を
高
め
る

の
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
た
な
心
得
書
で
は
、
衛
生
組
合
に
加
え
て
、
学
術
の
進
歩
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
医
師
の
役

割
も
見
直
さ
れ
た
。
長
輿
に
と
っ
て
衛
生
行
政
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と
と
、
医
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
関
係
を
持
っ
て
お

り
、
こ
の
点
も
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
衛
生
主
務
吏
員
や
警
察
官
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
長

輿
は
衛
生
行
政
に
お
け
る
警
察
の
介
入
を
単
に
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
「
一
切
巡
査
の
持
切
り
」
と
な
る
衛
生
行
政

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
師
、
病
家
、
衛
生
組
合
、
衛
生
主
務
吏
員
、
警
察
官
等
、
衛
生
行
政
に
お
け
る
関
係
者
及
び
関

係
機
関
が
多
元
的
に
機
能
す
る
行
政
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
「
官
民
共
ユ
其
改
正
の
趣
旨
（
明
治
二
三
年
の
心
得
書
の

趣
旨
l
筆
者
注
）
を
会
得
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
「
官
府
の
矯
す
べ
き
事
項
」
と
「
人
民
の
矯
す
べ
き
事
項
」
と
の
「
分
界
」

を
定
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
長
輿
は
理
論
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
警
察
官
に
よ
る
監
督
も
加
味
し
な
が
ら
、
「
官
」

と
「
民
」
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
ら
相
互
の
連
携
の
中
に
、
衛
生
行
政
の
成
功
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
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付
記

本
稿
は
二

O

O
七
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
B
）
）
「
内
務
省
の
衛
生
行
政
｜
長
与
専
斎
と
石
黒
忠
恵

｜
」
（
課
題
番
号
一
同
∞
吋

NSUぷ
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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（1
）
『
松
香
私
志
（
上
）
』
明
治
三
五
年
、
四
五
｜
六
四
頁
。

（2
）
『
松
香
私
志
（
下
）
』
明
治
三
五
年
、
一
九
｜
一
一
一
頁
。

（3
）
「
衛
生
意
見
」
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
大
久
保
利
通
文
書
』
。

（4
）
同
心
得
は
「
伝
染
病
予
防
法
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
省
『
医
制
百
年
史
』

頁）。

（5
）
前
掲
『
医
制
百
年
史
』
、
三
O
｜
一
一
一
一
頁
。

（6
）
同
規
則
に
関
し
て
は
、
明
治
二
一
年
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
経
験
を
経
て
制
定
さ
れ
た
、
「
初
め
て
の
総
合
的
伝
染
病
予
防
法
規
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
医
制
百
年
史
』
一
三
O
｜
一
コ
二
頁
）
。

（7
）
同
心
得
書
に
関
し
て
は
「
侍
染
病
珠
防
規
則
の
付
属
法
規
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
医
制
百
年
史
』
、
一
三
二
頁
）
。

（8
）
前
掲
『
医
制
百
年
史
』
、
一
三
四
頁
。

（9
）
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
』
明
治
二
三
年
七
月
、
四
二
頁
。
な
お
小
林
丈
広
氏
は
こ
の
時

の
長
輿
の
演
説
を
長
輿
と
衛
生
組
合
の
関
係
に
注
目
し
評
価
し
て
い
る
（
『
近
代
日
本
と
公
衆
衛
生
｜
都
市
社
会
史
の
試
み
｜
」
雄
山
閣

出
版
、
二

O
O
一
年
、
四
四
頁
）
。

（
叩
）
鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
（
一
巻
）
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
五
年
、
三
O
三
頁
。

（
日
）
大
霞
会
編
『
内
務
省
史
（
三
巻
）
』
原
書
房
、
一
九
八
O
年
、
二
四
三
頁
。

（
ロ
）
笠
原
氏
は
、
「
近
代
日
本
に
お
け
る
衛
生
行
政
論
の
展
開
｜
長
与
専
斎
と
後
藤
新
平

l
」
（
『
法
学
研
究
』
六
九
（
一
）
、
一
九
九
六

年
）
、
「
『
衛
生
警
察
』
と
「
自
治
衛
生
』
の
相
魁
」
（
笠
原
英
彦
・
玉
井
清
編
『
日
本
政
治
の
構
造
と
展
開
』
慶
藤
義
塾
出
版
会
、
一
九
九

八
年
）
等
、
精
力
的
に
近
代
衛
生
行
政
を
長
輿
専
粛
と
「
自
治
」
の
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
六
年
、
二
九



コレラ予防の「心得書jと長輿専粛

（
日
）
例
え
ば
、
「
（
長
輿
は
｜
筆
者
注
）
衛
生
組
合
を
『
衛
生
自
治
』
の
担
い
手
と
し
て
期
待
し
た
」
（
前
掲
『
近
代
日
本
と
公
衆
衛
生
！

都
市
社
会
史
の
試
み

l
』
、
四
五
頁
）
、
「
内
務
省
衛
生
局
は
、
発
足
の
当
初
か
ら
初
代
局
長
・
長
輿
専
斎
を
中
心
に
、
衛
生
自
治
に
よ
る

衛
生
行
政
を
一
貫
し
て
追
及
し
て
き
た
」
（
溝
入
茂
『
明
治
日
本
の
ご
み
対
策
｜
汚
物
掃
除
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
｜
』
リ

サ
イ
ク
ル
文
化
社
、
二

O
O七
年
、
六
O
頁
）
、
「
長
与
専
斎
は
、
自
伝
の
中
で
、
公
選
衛
生
委
員
全
廃
と
地
方
衛
生
の
警
察
移
管
に
つ
い

て
『
一
九
年
の
頓
挫
』
と
記
し
、
自
治
的
衛
生
制
度
が
根
づ
か
な
か
っ
た
日
本
の
実
態
を
慨
嘆
し
て
い
る
」
（
新
村
拓
編
『
日
本
医
療
史
』

吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
六
年
、
二
三
三
頁
）
等
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
凶
）
外
山
幹
夫
『
医
療
福
祉
の
祖
長
与
専
斎
』
思
文
関
出
版
、
二

O
O
二
年
。

（
日
）
石
黒
忠
恵
諜
述
『
虎
烈
刺
論
』
大
学
東
校
官
版
、
明
治
四
年
、
序
一
頁
。

（
日
）
外
交
史
料
館
所
蔵
「
虎
列
刺
病
予
防
法
施
行
関
係
書
類
」
。

（
口
）
内
務
省
衛
生
局
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
一
四
頁
。

（
時
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
」
、
一
四
｜
一
五
頁
。

（
問
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
一
六
頁
。
な
お
明
治
一

O
年
七
月
一
一
一
二
日
に
は
、
外
務
省
に
て
寺
島
外
務
卿
と
パ

l
ク

ス
英
国
公
使
と
の
間
で
清
国
慶
門
に
お
け
る
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
協
議
が
も
た
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
パ

l
ク
ス
は
前
日
、
「
岩
倉
大
臣
」

と
の
聞
に
て
、
「
拙
者
ハ
真
之
コ
レ
ラ
ト
者
不
申
止
」
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
な
る
事
実
調
査
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

一
方
、
長
輿
は
清
国
コ
レ
ラ
を
憂
慮
し
、
現
地
領
事
へ
の
電
信
を
も
っ
て
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
（
前
掲
「
虎
列
刺
病
予
防
法
施
行
関
係

書
類
」
）
。
長
輿
は
明
治
一

O
年
の
コ
レ
ラ
対
策
を
振
り
返
り
「
如
何
な
る
故
に
や
船
舶
検
査
の
こ
と
は
英
国
公
使
に
拒
ま
れ
交
渉
往
復
に

時
日
を
費
し
ぬ
る
う
ち
、
病
毒
い
つ
の
間
に
か
長
崎
港
に
入
り
・
：
（
以
下
略
）
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
「
松
香
私
志
（
下
）
』
、
二
一
頁
）
。

（
初
）
（
幻
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
一
六
頁
。

（
辺
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
二
ハ
｜
一
七
頁
。

（
お
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
一
六
｜
一
七
頁
及
び
三
五
頁
。
「
虎
列
刺
病
橡
防
法
心
得
」
「
法
令
全
書
』
（
明
治
一

O
年

八
月
）
。

（M
）
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
』
、
四
二
頁
。

（
お
）
「
虎
列
刺
病
諌
防
法
心
得
」
『
法
令
全
書
』
（
明
治
一

O
年
八
月
）
。
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（
お
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
一
七
頁
。
な
お
、
「
衛
生
局
年
報
』
（
内
務
省
編
『
明
治
期
衛
生
局
年
報
』
東
洋
書
林
、

所
収
）
は
、
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
「
虎
列
刺
ハ
十
年
九
月
ニ
始
リ
・
：
（
中
略
）
：
・
各
地
方
虎
列
投
流
行
ノ
景
状
ヲ
調
査
ス
ル
ニ
患

者
ハ
大
坂
府
、
熊
本
、
長
崎
、
神
奈
川
ノ
三
牒
ニ
在
テ
殊
ニ
多
ク
之
ヲ
人
口
ニ
比
例
ス
ル
モ
亦
其
敷
頗
ル
鯵
多
ナ
リ
又
患
者
ノ
敷
ニ
照
シ

テ
死
亡
ノ
多
キ
ハ
大
坂
府
、
兵
庫
勝
、
堺
牒
、
及
ヒ
函
館
、
札
幌
ヲ
以
テ
最
モ
甚
シ
ト
ス
」
と
ま
と
め
て
い
る
（
『
衛
生
局
第
三
次
年
報
』

一
七
｜
一
八
頁
）
。

（
幻
）
前
掲
『
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
」
、
一
七
頁
。

（
お
）
前
掲
「
明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
、
二

0
1一
一
一
頁
。
な
お
、
「
衛
生
局
第
三
次
年
報
』
は
「
西
南
ノ
兵
乱
ニ
際
シ
テ
虎
列
投

ノ
流
行
ニ
遭
遇
シ
全
局
ノ
力
ヲ
奉
ケ
テ
其
防
禦
及
ヒ
撲
滅
ニ
従
事
ス
亦
殆
ト
他
ノ
事
業
ヲ
横
充
整
理
ス
ル
ノ
暇
ナ
シ
」
と
報
告
し
て
い
る

（
大
日
方
純
夫
・
勝
田
政
治
・
我
部
政
男
編
『
内
務
省
年
報
・
報
告
書
（
第
五
巻
）
』
二
二
書
房
、
一
九
八
三
年
、
五
七
一
頁
）
。

（
却
）
石
黒
は
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。
「
十
年
三
月
二
十
一
日
に
私
は
大
阪
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

・
（
中
略
）
・
：
（
石
黒
は
｜
筆
者
註
）
四
通
八
達
の
要
港
た
る
大
阪
に
臨
時
病
院
を
設
く
る
が
宜
し
い
と
い
う
説
を
頑
強
に
主
張
し
て
遂

に
こ
の
議
が
容
れ
ら
れ
、
直
ち
に
大
阪
に
臨
時
病
院
を
設
く
る
こ
と
に
な
り
、
病
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
・
：
（
中
略
）
・
：
我
が
国
で

か
く
の
如
き
多
数
の
患
者
を
一
と
こ
ろ
に
収
容
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
こ
の
病
院
の
長
と
し
て
一
切
の
処
置
を

し
、
万
事
遺
漏
な
き
を
期
す
る
に
懸
命
の
努
力
を
致
し
た
の
で
す
」
（
『
懐
旧
九
十
年
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
二
二
九
｜
二
三

O

頁）。

（
ぬ
）
（
担
）
石
黒
忠
恵
『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
（
第
二
号
）
』
、
明
治
一
二
年
、
一
ー
ー
五
頁
。
当
該
報
告
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
石

黒
は
「
西
南
ノ
役
起
リ
大
阪
ニ
臨
時
病
院
ヲ
置
ル
、
ャ
予
始
終
職
ヲ
此
院
ニ
奉
ス
予
此
顛
末
ヲ
紀
述
セ
ス
ン
ハ
ア
ラ
ス
・
：
（
中
略
）
・
：
遺

漏
杜
撰
ヲ
顧
ミ
ス
先
ツ
此
冊
子
ヲ
刊
行
ス
」
と
し
て
い
る
（
石
黒
忠
恵
『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
（
第
一
号
）
』
、
明
治
一
一
年
、

一
｜
二
頁
）
。
な
お
石
黒
が
当
該
報
告
を
ま
と
め
た
の
は
そ
の
日
付
よ
り
明
治
一

O
年
一
一
一
月
、
大
阪
に
お
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
（
第
一
号
）
』
、
三
頁
）
。

（
辺
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
』
、
四
二
頁
。
当
該
演
説
は
長
興
が
、
明
治
二
三
年
七
月

二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
常
会
に
お
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
（
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
』
、
一
頁
）
。
な
お
こ
の
演

説
は
前
掲
「
松
香
私
志
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
省
略
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
当
該
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
用
い
る
こ

300 

法学研究82巻2号（2009



コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

と
と
す
る
。

（
お
）
前
掲
「
内
務
書
年
報
・
報
告
書
（
第
七
巻
）
』
、
八
四
！
八
五
頁
。

（
担
）
厚
生
省
『
医
制
百
年
史
（
資
料
編
）
』
、
一
九
七
六
年
、
五
四
五
頁
。

（
お
）
内
務
省
衛
生
局
『
明
治
十
二
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
」
、
一
頁
。

（
お
）
「
惇
染
病
謙
防
規
則
公
布
ノ
件
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
』
内
務
省
之
部
六
、
明
治
十
三
年
七
月
。

（
幻
）
厚
生
省
『
医
制
八
十
年
史
』
、
三
七
三
｜
三
七
四
頁
。

（
お
）
前
掲
「
惇
染
病
諜
防
規
則
公
布
ノ
件
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
内
務
省
之
部
六
。

（
ぬ
）
当
該
規
則
の
評
価
は
高
く
、
『
医
制
八
十
年
史
』
で
は
、
「
こ
こ
に
初
め
て
総
合
的
伝
染
病
予
防
法
規
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
0

・：

（
中
略
）
・
：
近
代
的
伝
染
病
予
防
法
規
が
漸
く
成
立
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
し
て
、
予
防
史
上
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
（
前
掲
『
医
制
八
十
年
史
』
、
三
七
四
頁
）
。

（
必
）
前
掲
「
惇
染
病
珠
防
規
則
公
布
ノ
件
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
』
内
務
省
之
部
六
。

（4
）
（
必
）
（
必
）
「
停
染
病
珠
防
規
則
心
得
書
布
達
ノ
件
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
内
務
省
之
部
一
、
明
治
十
三
年
八
月
。

（
叫
）
（
必
）
（
必
）
「
内
務
省
達
乙
第
三
十
六
披
」
『
法
令
全
書
』
（
明
治
二
二
年
九
月
）
。

（
釘
）
前
掲
『
医
制
八
十
年
史
』
、
一
六
｜
一
八
頁
。

（
必
）
前
掲
「
長
興
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
」
、
四
二
頁
。

（
却
）
前
掲
『
医
制
百
年
史
（
資
料
編
）
』
、
五
四
五
頁
。

（
印
）
前
掲
『
内
務
省
年
報
・
報
告
書
（
一
二
巻
）
』
、
四
二
八
頁
。

（
日
）
『
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
一
七
年
七
月
1
明
治
二

O
年
二
一
月
）
、
三
六
頁
。

（
臼
）
『
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
一
七
年
七
月
1
明
治
二

O
年
二
一
月
）
、
三
七
頁
。

（
日
）
『
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
一
七
年
七
月
1
明
治
二

O
年
二
一
月
）
、
三
八
頁
。

（
日
）
『
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
一
七
年
七
月
1
明
治
二

O
年
一
一
一
月
）
、
三
九
頁
。

（
日
）
『
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
一
七
年
七
月
1
明
治
二

O
年
二
一
月
）
、
四
O
｜
四
一
頁
。
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
は
、
例
え
ば
岩
手

県
で
は
「
明
治
十
九
年
年
六
月
廿
一
日
岩
手
牒
丙
第
八
十
八
号
達
」
と
し
て
処
理
さ
れ
た
（
巌
手
豚
第
二
部
衛
生
課
編
纂
『
虎
列
刺
検
疫
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必
携
（
完
）
』
明
治
二

O
年
、
六
一
ー
ー
八
六
頁
）
。

（
日
）
前
掲
『
虎
列
刺
検
疫
必
携
（
完
）
』
、
六
一
｜
六
二
頁
。

（
貯
）
前
掲
『
虎
列
刺
検
疫
必
携
（
完
）
」
、
六
二
｜
六
三
頁
。

（
関
）
内
務
省
衛
生
局
『
明
治
廿
三
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事
』
明
治
二
六
年
、
二
頁
。

（
印
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
』
、
四
三
頁
｜
四
四
頁
。

（
ω）
前
掲
『
松
香
私
志
（
下
）
』
、
三
一
一
一
ー
ー
一
二
四
頁
。

（
創
）
明
治
一
九
年
の
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
は
明
治
二

O
年
に
以
下
よ
り
明
ら
か
な
と
お
り
、
改
正
さ
れ
た
。
「
（
明
治
二

O
年

i
筆

者
注
）
八
月
十
五
日
虎
列
刺
病
珠
防
消
毒
心
得
書
（
十
九
年
五
月
訓
令
）
ノ
各
章
ヲ
改
正
増
補
シ
新
ニ
敷
章
ヲ
加
ヘ
テ
検
疫
施
行
ノ
方
法

ヲ
指
示
シ
此
方
法
ニ
基
キ
虎
列
刺
病
ノ
珠
防
撲
滅
ヲ
計
量
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
臆
府
豚
ニ
訓
令
セ
ラ
ル
」
（
「
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
一
七
年
七
月

1
明
治
二

O
年
二
一
月
）
、
五
一
頁
。

（
位
）
「
惇
染
病
珠
防
及
消
毒
心
得
書
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
来
』
（
第
一
四
編
、
明
治
二
三
年
、
第
五
七
巻
）
。

（
臼
）
「
惇
染
病
珠
防
心
得
書
ヲ
駿
ス
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
来
』
（
第
一
四
編
、
明
治
二
三
年
、
第
五
七
巻
）
。
『
法
令
全
書
」
明

治
二
三
年
一

O
月。

（
似
）
「
博
染
病
珠
防
心
得
書
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
記
録
材
料
・
功
程
報
告
・
内
務
省
（
明
治
二
三
年
度
）
』
。

（
侃
）
「
東
京
府
惇
染
病
珠
防
心
得
書
ヲ
定
ム
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
「
公
文
類
来
』
」
（
第
一
四
編
、
明
治
二
三
年
、
第
五
七
巻
）
。

（
ω）（
U
）
（
侃
）
前
掲
「
惇
染
病
諜
防
及
消
毒
心
得
書
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
緊
』
。

（
ω）
『
衛
生
局
年
報
』
（
明
治
二
三
年
一
月
1
一
一
一
月
）
、
二
頁
。

（
初
）
前
掲
『
松
香
私
志
（
上
）
』
、
五
六

l
五
七
頁
。

（
礼
）
前
掲
『
松
香
私
志
（
上
）
』
、
五
七
頁
。

（
η
）
明
治
二
七
年
、
後
藤
新
平
の
次
の
衛
生
局
長
の
選
任
を
め
ぐ
り
、
内
務
次
官
で
あ
っ
た
渡
遺
千
秋
は
井
上
馨
内
務
大
臣
に
対
し
て
以

下
の
書
簡
を
綴
っ
た
。
「
兎
角
速
ニ
任
命
被
成
候
方
可
然
哉
ト
愚
考
仕
先
以
高
田
善
一
之
儀
長
与
ニ
内
談
仕
試
候
所
何
分
首
肯
仕
兼
候
談

御
座
候
右
ハ
恐
ら
く
ハ
矢
張
医
海
中
よ
り
論
シ
候
心
算
に
も
或
ハ
可
有
御
座
候
」
。
渡
辺
の
見
解
か
ら
す
る
と
長
輿
は
衛
生
局
長
に
は

「
医
海
中
」
よ
り
選
出
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
も
し
渡
辺
の
指
摘
通
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
長
輿
に
と
っ
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コレラ予防の「心得書」と長輿専粛

て
衛
生
行
政
の
責
任
者
の
資
質
と
し
て
は
、
「
医
海
中
」
の
人
物
、
す
な
わ
ち
医
者
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
「
井
上
馨

宛
渡
遁
千
秋
書
簡
」
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
井
上
馨
関
係
文
書
』
）
。

（
ね
）
（
九
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
四
頁
。

（
万
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
五
｜
四
六
頁
。

（
苅
）
明
治
二
三
年
の
心
得
書
に
対
し
て
長
輿
は
「
爾
来
学
術
も
開
け
人
智
も
漸
く
進
む
に
従
ひ
虎
列
刺
の
病
毒
ハ
武
断
腕
力
の
能
く
制
伏

す
る
所
に
あ
ら
ず
予
防
の
方
法
は
主
と
し
て
学
術
的
の
運
動
に
由
ら
さ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
も
分
り
旦
一
昨
年
自
治
の
政
体
を
定
め
ら
れ

た
る
に
就
て
は
万
般
の
政
治
其
趣
を
殊
に
し
惇
染
病
珠
防
の
事
の
知
き
は
特
に
其
性
質
に
於
て
自
治
の
事
業
に
属
す
る
を
以
て
此
般
此
改

正
の
必
要
を
見
る
に
至
り
た
る
も
の
と
信
ず
」
と
指
摘
す
る
（
前
掲
「
長
輿
専
藤
君
の
演
説
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、

四
三
｜
四
四
頁
）
。

（
け
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
六
頁
。

（
沼
）
笠
原
英
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
本
来
『
衛
生
警
察
』
と
『
自
治
衛
生
』
は
相
互
補
完
性
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
コ

レ
ラ
の
急
襲
に
伴
う
社
会
的
混
乱
は
『
衛
生
警
察
』
の
独
走
を
許
し
た
。
・
：
（
中
略
）
・
：
長
与
は
確
か
に
『
衛
生
警
察
』
の
欠
陥
を
指
摘

し
た
が
、
『
衛
生
警
察
』
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
『
自
治
衛
生
』
を
育
て
『
衛
生
警
察
』
と
の
両
立
を
企
図
し

た
の
で
あ
る
」
（
『
日
本
の
医
療
行
政
ー
そ
の
歴
史
と
課
題
｜
』
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O七
年
、
四
八

l
五
一
頁
）
。

（
乃
）
（
鈎
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
六
頁
。

（
剖
）
前
掲
「
長
輿
専
藤
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
七
頁
。

（
幻
）
前
掲
「
長
輿
専
藤
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
六
頁
。

（
お
）
（
制
）
前
掲
「
長
輿
専
粛
君
の
演
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
』
、
四
八
頁
。
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